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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

パ
ラ
グ
ア
イ
の
玄
関

ア
ス
ン
シ
オ
ン
市

世
界
各
地
か
ら
レ
ダ
を
訪
れ
る
と
き
、
パ
ラ
グ
ア
イ
で
最
初
に
下
り

立
つ
の
が
、
首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン(

A
s
u
n
c
i
ó
n
)

で
す
。
全
国
の
主
要
都

市
・
近
隣
諸
国
と
道
路
網
で
結
ば
れ
、
多
く
の
バ
ス
会
社
が
大
型
バ
ス

を
運
行
し
、
市
民
の
最
も
普
通
の
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

レ
ダ
基
地
へ
は
、
ロ
マ
・
プ
ラ
タ
ま
で
約
六
時
間
半
、
そ
の
先
は
未

舗
装
の
道
で
、
約
十
時
間
か
か
り
ま
す
。
パ
ラ
グ
ア
イ
川
の
船
旅
を
す

る
に
は
、
陸
路
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
に
行
き
、
週
１
便
運
航
の
貨
客
船
ア

キ
ダ
バ
ン
号
に
三
日
間
乗
っ
て
、
プ
エ
ル
ト
・
レ
ダ
で
下
船
し
ま
す
。

急
ぐ
場
合
は
、
小
型
飛
行
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

皆
様
が
ア
ス
ン
シ
オ
ン
到
着
時
に
ど
う
感
じ
る
か
は
、
季
節
に
よ
り

ま
す
。
市
街
地
は
東
京
23
区
よ
り
も
緑
が
多
く
、
季
節
ご
と
に
色
鮮
や

か
な
花
が
、
庭
先
や
公
園
な
ど
に
咲
き
ま
す
。
公
用
語
は
ス
ペ
イ
ン
語

で
す
が
、
日
常
生
活
で
は
グ
ア
ラ
ニ
語
も
広
く
話
さ
れ
ま
す
。

「
ア
ス
ン
シ
オ
ン
」
と
は
、
聖
母
マ
リ
ア
の
昇
天
に
由
来
す
る
名
称

で
、
一
般
市
民
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
は
、
文
化
と
し
て
日
々
の
生
活
と

社
会
の
中
に
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
市
内
に
は

数
百
年
の
歴
史
の
あ
る
教
会
が
多
数
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
現
役
で

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
家
の
公
式
儀
礼
行
事
や
祝
日
な
ど
も
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
に
則
っ
て
い
ま
す
。
日
曜
日
が
休
み
の
店
も
多
い

の
で
、
買
い
物
を
す
る
と
き
な
ど
は
注
意
が
必
要
で
す
。

衛
生
と
治
安
は
、
南
米
で
は
比
較
的
よ
い
方
で
す
が
、
ス
リ
や
置
き

引
き
に
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
世
界
共
通
で
す
。
一
般
市
民
は
人
懐
こ

く
、
陽
気
で
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
、
躍
動
的
な
も
の
を

好
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
民
族
楽
器
ア
ル
パ
の
音
色
は
、
人
の
心
に
よ

く
響
き
、
私
た
ち
の
口
に
合
う
美
味
し
い
料
理
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

アスンシオン市のデータ
(Wikipediaより）

建設：1537年8月15日

人口：525,294人(2016年)

人口密度：4,490人/Km²

首都圏人口：2,198,662人

面積：117Km²、標高(中央)：43m

日本との時差：-12時間

サマータイム：-11時間

年間平均気温：23℃

最高気温高値：41℃（10月～1月）

最低気温低値：-1℃（6月～8月）

平年の年間降雨量：約1,400mm

姉妹都市：千葉市、サンパウロ市、

マドリード市、他

市旗(上)と市章

Asunción
貨客船アキダバン（オリンポ港）

パルマ通り

ラパーチョの花

先住民と
日本人

屋根瓦はスペイン式

大聖堂

市内バス

緑豊かなアスンシオンの街



Ｑ：

レ
ダ
の
印
象
は
？

Ａ：

暑
か
っ
た
こ
と
、

寒
か
っ
た
こ
と
の
両
方

が
印
象
的
で
す
。
は
じ

め
気
温
が
40
度
を
超
え

る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

五
月
の
放
流
式
以
後
は
、

一
転
し
て
寒
さ
に
襲
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
レ
ダ

基
地
で
使
っ
て
い
る
ト

ラ
ッ
ク
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
電
気
設
備
、
水
道
施
設
な
ど

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
に
心
を
痛
め
ま
し
た
。

特
に
大
山
氏
が
使
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
は
古
く
て
不
具

合
が
甚
だ
し
く
、
左
右
の
窓
ガ
ラ
ス
は
な
く
な
り
、
ブ

レ
ー
キ
も
正
常
で
は
な
い
状
態
で
し
た
。

Ｑ：

レ
ダ
で
は
ど
ん
な
業
務
を
担
当
し
ま
し
た
か
？

Ａ：

レ
ダ
は
極
度

に
人
員
不
足
で
、

専
ら
一
つ
の
こ
と

だ
け
を
担
当
し
て

済
む
状
況
で
は
な

く
、
管
理
、
清
掃
、

修
理
、
カ
ピ
バ
ラ

の
世
話
、
ゲ
ス
ト

を
迎
え
る
準
備
ほ

か
、
あ
ら
ゆ
る
こ

と
に
東
奔
西
走
す

る
毎
日
で
し
た
。

Ｑ：

レ
ダ
で
最
も

苦
心
し
た
こ
と
は
？

Ａ：

体
調
の
管
理

で
す
。
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
、
こ
ま
め
に
水
を
飲

み
ま
し
た
。
汗
で
し
ば
し
ば
作
業
衣
が
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な

る
ほ
ど
で
、
一
日
３
リ
ッ
ト
ル
以
上
飲
む
の
が
普
通
で

し
た
。
幸
い
病
気
や
ケ
ガ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日

本
で
毎
日
一
万
二
千
歩
以
上
歩
い
て
い
た
こ
と
で
、
レ

ダ
の
環
境
で
も
健
康
が
守
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ：

日
本
に
帰
国
し
て
、
特
に
ど
ん

な
こ
と
を
し
た
い
で
す
か
？

Ａ：

今
年
の
十
一
月
に
、
ま
た
レ
ダ

に
行
く
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
の
諸
準
備
、
特
に
養
殖
や
牧
畜

な
ど
に
関
す
る
勉
強
を
し
た
い
で
す
。

Ｑ：

今
後
の
抱
負
は
？

Ａ：

レ
ダ
基
地
に
定
住
し
て
活
動
の

基
盤
を
造
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ：
日
本
の
皆
様
に

一
言
ど
う
ぞ
。

Ａ：

レ
ダ
基
地
は
人

材
不
足
が
深
刻
で
す
。

レ
ダ
で
は
、
皆
様
の

来
園
を
切
実
な
思
い

で
待
っ
て
い
ま
す
。

レダ基地でカピバラの世話をする吉村理事。

去
る
三
月
十
日
に
出
発
し
、
レ
ダ
基
地
で
現
地
活
動

を
し
て
来
た
吉
村
敏
明
理
事
が
、
六
月
十
四
日
、
元

気
よ
く
帰
国
し
ま
し
た
。(

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

小
田)

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
研
究
所
に
表
札

レ
ダ
基
地
の
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
研
究
所
に
、
美
し
い
木

製
の
表
札
（
看
板
）
が
で
き
ま
し
た
。
観
音
開
き
の
ド

ア
二
枚
分
の
幅
の
あ
る
大
き
な
も
の
で
す
。
パ
ン
タ
ナ
ー

ル
研
究
所
（
中
田
実
所
長
）
は
、
養
殖
、
農
牧
、
植
樹
、

教
育
環
境
、
住
民
生
活
環
境

の
改
善
、
地
場
産
業
の
育
成

な
ど
を
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の

現
場
で
追
究
す
る
場
と
し
て
、

ま
た
そ
の
成
果
を
普
及
す
る

場
と
し
て
、
地
道
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
特
に
水
産
資
源

の
研
究
で
は
、
国
立
ア
ス
ン

シ
オ
ン
大
学
獣
医
学
部
水
産

学
科
と
協
同
で
、
パ
ク
ー
の

人
工
孵
化
と
稚
魚
の
養
殖
お

よ
び
河
川
へ
の
放
流
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

皆
様
に
は
研
究
所
の
見
学

を
お
奨
め
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
持
続
的
な
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

パンタナール研究所の表札。ドア2枚分の幅がある。

ラパーチョの咲く季節になりました。

カピバラは齧歯類(ネズミの仲間)で、木を齧ります。

レダ基地の吉村理事（寒い日）

吉村氏と佐野氏が6月3日のアキタバンで出発。
カピバラの家。



六
月
一
日
よ
り
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
に
て
奉
仕
と
卒
業

論
文
の
研
究
と
い
う
目
的
で
、
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
を
訪

れ
て
い
ま
す
。
帰
国
は
半
年
後
と
な
る
十
二
月
初
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
パ
ラ
グ
ア
イ
に
滞
在
し
て

十
日
ほ
ど
が
経
ち
ま
す
が
、
今
私
は
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
で

は
な
く
、
ス
ペ
イ
ン
語
習
得
と
現
地
の
文
化
・
風
習
を

学
ぶ
た
め
、
首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
で
パ
ラ
グ
ア
イ
人
の

青
年
た
ち
と
共
同
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

パ
ラ
グ
ア
イ
で
の
生
活
は
想
像
以
上
に
苦
労
も
多
く
、

パ
ラ
グ
ア
イ
人
と
の
言
葉
の
壁
、
文
化
の
壁
を
痛
感
す

る
毎
日
で
す
。
パ
ラ
グ
ア
イ
で
は
日
本
語
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
英
語
す
ら
ほ
と
ん
ど
通
じ
な
い
の
で
、
嫌
で

も
ス
ペ
イ
ン
語
を
勉
強
せ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
で
す
。

ま
た
言
語
に
限
ら
ず
生
活
の
全
て
が
挑
戦
の
毎
日
で
、

普
段
は
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
街

で
物
売
り(

営
業)

的
な
こ
と
を
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
青
年

た
ち
と
一
緒
に
や
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
片
言
、
い

や
丸
暗
記
の
ス
ペ
イ
ン
語
で
…
。

日
常
生
活
の
中
で
も
、
自
分
の
日
用
品
や
携
帯
の
充

電
器
を
気
付
け
ば
他
の
人
が
使
っ
て
い
て
、
挙
げ
句
の

果
て
紛
失
し
た
り
、
布
団
の
上
を
土
足
で
歩
い
て
砂
ま

み
れ
に
な
っ
て
い
た
り
、
基
本
こ
ち
ら
の
人
は
大
雑
把

で
細
か
い
こ
と
は
気
に
し
な
い
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
毎

日
を
過
ご
し
て
い
る
と
一
日
が
終
わ
る
頃
に
は
本
当
に

疲
れ
切
っ
て
い
る
様
な
状
態
で
す
が
、
こ
の
環
境
が
き
っ

と
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
と
信
じ
て
何
と
か
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

苦
労
や
嫌
な
こ

と
も
多
い
分
、
何

か
新
し
い
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な

る
度
に
大
き
な
喜

び
を
感
じ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
覚

え
た
て
の
ス
ペ
イ

ン
語
が
上
手
く
相

手
に
通
じ
た
り
、

先
日
は
パ
ラ
グ
ア

イ
に
来
て
初
め
て

一
人
で
バ
ス
に
乗
っ

て
ち
ゃ
ん
と
目
的

地
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
些
細
な
こ
と

で
も
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
海
外
生
活
の
良

さ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
レ
ダ
基
地
に
行
く
ま
で
の
約
一
カ

月
間
、
し
ば
ら
く
こ
の
生
活
が
続
き
ま
す
が
、
ス
ペ
イ

ン
語
だ
け
で
な
く
、
人
間
と
し
て
も
大
き
く
成
長
で
き

る
よ
う
日
々
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。(

土
佐)

第
16
回
環
境
問
題
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

六
月
十
八
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
川
崎
市
の
す
く
ら

む
21
多
目
的
室
に
お
い
て
、
第
16
回
環
境
問
題
研
究
会

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
世
界
の

環
境
問
題
と
国
連
の
役
割
─
日
本
人
か
ら
の
見
方
」
、

講
師
は
日
本
を
代
表
し
た
環
境
問
題
の
権
威
で
あ
る
成

蹊
大
学
名
誉
教
授
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学(

G
R
I
P
S
)

客

員
教
授
の
廣
野
良
吉
先
生
で
、
38
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

青
年
時
代
か
ら
国
際
舞
台
で

現
実
世
界
の
難
問
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
先
生
が
、
テ
ー
マ

を
環
境
問
題
に
絞
っ
て
語
ら
れ

ま
し
た
。
深
い
講
義
内
容
を
わ

ず
か
一
時
間
に
濃
縮
し
て
話
さ

れ
た
た
め
、
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

●

講
義
目
次：

①
戦
後
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
し
た
大
き
な
変
化：

特
に
経

済
、
社
会
、
環
境
面
で
の
成
果
と
課
題

②
地
球
的
課
題

解
決
に
お
け
る
国
際
社
会
の
課
題：

多
極
化
し
た
世
界

に
お
け
る
国
際
合
意
の
困
難
と
実
施
上
の
制
約
条
件

③

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ(

S
D
G
s

＝
持
続
可
能
な
開
発
目
標)

以
前
の
国

際
環
境
協
力
の
歴
史
と
主
要
な
課
題

④
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
17

目
標：

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
を
受
け
継
ぎ
、

未
解
決
お
よ
び
新
た
な
国
内
外
課
題
の
解
決
に
向
け
て

⑤
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
推
進
に
お
け
る
日
本
の
役
割：

特
に
環

境
関
連
目
標
達
成
へ
の
協
力
。
●

い
ず
れ
も
環
境
問
題
に

関
わ
る
人
々
を
多
か
れ
少
な
か
れ
悩
ま
せ
て
い
る
課
題

に
、
率
直
な
解
説
と
励
ま
し
と
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

廣
野
先
生
は
一
九
三
一
年
生
ま
れ
で
す
が
、
年
齢
を
超

越
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
講
義
で
し
た
。
ご

自
身
が
創
作
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
青
い
地
球
は
誰

の
も
の
」
は
、
12
年
前
よ
り
世
界
の
人
々
の
心
に
訴
え

続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
●

聴
講
メ
モ：

こ
の
三
十
数
年

間
、
各
大
陸
の
Ｈ
Ｄ
Ｉ
（
人

間
開
発
指
標
）
は
上
昇
し
て

い
て
、
希
望
が
持
て
る
。
地

球
益
を
考
え
る
べ
き
国
々
が
、

国
益
を
優
先
す
る
と
こ
ろ
に

大
き
な
困
難
が
あ
る
。
成
功

へ
の
カ
ギ
は
、
合
意
の
形
成
、

受
入
れ
国
の
意
見
を
聞
く
こ

と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

確
立
。
技
術
協
力
で
は
言
語

能
力
が
重
要
。(

小
田
記)

元気よく出発。（６月１日、成田空港）

現
在
パ
ラ
グ
ア
イ
を
訪
れ
て
い
る
土
佐
嘉
孝
さ
ん
か

ら
元
気
な
便
り
が
届
き
ま
し
た
。
土
佐
さ
ん
は
昨
年

派
遣
の
第
15
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
参
加
者
で
す
。

パラグアイでスペイン語をバリバリ習得中。

語る廣野良吉先生。

明快な講義が進行するセミナー。



こ
の
夏
の
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
特
別
研
修
会
（
ワ
ン

デ
イ
セ
ミ
ナ
ー
）
は
、
一
か
月
後
に
迫
り
ま
し
た
。
最

新
の
現
地
映
像
を
含
め
、
私
た
ち
の
17
年
に
わ
た
る
着

実
な
理
想
郷
建
設
の
歩
み
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
ご
案
内

日
時

二
〇
一
六
年
八
月
六
日
（
土
）
十
時
よ
り
受
付
、

十
時
二
十
分
開
始
、
午
後
五
時
終
了
。

会
場

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

国
際
棟
二
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

参
加
費

二
〇
〇
〇
円
（
昼
食
を
含
む
）

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
八
月
一
日
ま
で
に
、
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
メ
ー

ル
で
下
記
の
当
法
人
事
務
局
あ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
の
必
要
な
方
は
、
下
記
の
当
法
人
事
務
局
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主
催

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

共
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

地
球
の
緑
を
守
る
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
講
師
紹
介

●
「
レ
ダ
・
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
に
お
け
る
理
想
郷
建
設
」

講
師=

柴
沼
邦
彦=

当
法
人
理
事

国
際
協
力
青
年
奉
仕

隊
を
第
14
回
ま
で
引
率
し
た
、
青
年
指
導
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
。

●
「
地
球
環
境
問
題
救
済
の
道
」
講
師=

高
津
啓
洋=

Ｎ

Ｐ
Ｏ
地
球
の
緑
を
守
る
会
代
表
理
事

生
涯
を
世
界
と

日
本
の
植
樹
活
動
と
啓
蒙
に
奔
走
。
大
の
昆
虫
好
き
。

会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げ
ます。それが確認でき次第、会員番号を確定し、
ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつけく
ださい。ホームページからも入手できます。

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会

E-メール: office@asd-nsa.com
ホームページ: http://asd-nsa.com

お便り募集

読者の皆様からのお便りを募
集します。本紙記事へのご感
想や提案、皆様個人やご家
庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちして
います。宛て先は、事務局
office@asd-nsa.com
へお願いします。

引
き
続
き
、
第
十
六
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
活

動
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
！

今
年
の
第
十
六
回
青
年
奉
仕
隊
の
活
動
地
は
、
パ
ラ

グ
ア
イ
共
和
国
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
地
域
で
す
。
青
年
奉

仕
隊
員
た
ち
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
住
民
に
、
よ
り

多
く
の
時
間
、
奉
仕
で
き
る
よ

う
、
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
使
い
残
さ
れ
た
、
は
が
き
、

年
賀
は
が
き
、
書
き
損
じ
は
が

き
、
未
使
用
の
切
手
な
ど
を
下

記
の
事
務
局
あ
て
お
送
り
く
だ

さ
い
。
ま
た
支
援
金
も
感
謝
し

て
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

支
援
金
送
り
先
＝
郵
便
口
座

記
号
一
〇
二
八
〇

番
号
六
一
三
四
九
七
五
一

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

第
11
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
研
修
会
ご
案
内

ビバー！(レダ植樹活動)

柴沼邦彦講師

高津啓洋講師

第
十
六
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
員
を
選
抜

来
る
八
月
に
派
遣
さ
れ
る
第
十
六
回
青
年
奉
仕
隊
に

は
、
全
国
か
ら
三
十
名
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

隊
員
の
選
考
は
、
五
月
二
日
と
六
月
二
日
の
二
次
に
わ

た
っ
て
事
務
局
で
行
わ
れ
、
十
三
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

応
募
者
の
多
く
は
、
い
ず
れ
も
甲
乙
つ
け
難
い
有
望

な
若
者
た
ち
で
、
苦
慮
し
た
選
考
委
員
か
ら
は
、
「
く

じ
引
き
で
選
ん
で
も
い
い
の
で
は
」
と
い
う
声
も
出
た

ほ
ど
。
選
考
委
員
は
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
監
督

に
な
っ
た
よ
う
に
、
チ
ー
ム
造
り

と
い
う
観
点
も
含
め
て
隊
員
を
選

抜
し
ま
し
た
。
今
回
選
ば
れ
な
か
っ

た
方
た
ち
は
、
ぜ
ひ
次
回
以
降
も

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

選考風景(事務局)


